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インド，タイ，香港気象台めぐり

　　　　　　写眞1Qutb　Minarの塔

　筆者は世界気象機構第二地区（アジア）会議に出席し，

イソド，タイ，香港の気象台を訪間して来たので，その

時の模嫌を述べる．．

　1月31日19時30分羽田発，夜なので外は眞暗，とこ

ろどころに雲がみえるが概して亭穏な飛行，マニラに1

時間ほど着陸後パソコックに向5，仏印辺りから明るく

なり，下がみえるよぢになる．この辺りの山は一面の樹

木におおわれ，携分ぼんやりとみえる．樹海とい5のは

実感，あたかも海底を眺めているよ5である．大気とい

ろ海の庫に住んでいることをしみじみと知る．タイの河

は蛇行が著るしい．．人の手が入っていないよろである．

　タイのドソモウグ飛行場に1時間ほど止る．暑い．こ

の飛行場は立派である．12時30分カルヵッタ着，ここ

におりる人は2人しかいない．税関の手続きをすませ，

印度の国内飛行に乗り換える．ここも随分暑ヤ，印度で

は飛行場，飛行機からは写眞を5つしではいげないそ弓
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である．　　　　　　　　ー

　ここを出発する時タイのブナソグ台長，ソソトロトッ

ク氏と会う．ソソトロトック氏は台風シソポジウムで顔

見知りで同行する．カルカソタからデリーまでは大部分・

李野であちらこちらに溜池が見える．印度は広いとめ感

をふかくする・ところどころに積雲があり，雄大積雲も

みられる．雲の中に入ると動揺するがあまりたいした事

はない．

　2月1日20時デリー着，印度の気象台及び日本大使館

から出迎えが来ている．大使館の自動車でデリーのメイ

デソスホテルにいく．ここが当分の宿舎である．

　2日11時国会議事堂で世界気象機構第二地区協会の

第二回会議の開会式が開かれる．司会は第二地区協会議

長バス氏（イソド気象台長），通信大臣，・次官，ゾ・一

トキソ副議長（ソ連）の挨拶があり，ついで各国代表の

紹介がある．出席国は印度，イラク，香港，日本，ノぐキ

スタソ，タイ，ソ蓮の7力国，ピ」ルマは未着，セイロソ

は欠席．

　台風シソポジウムなどで顔見知りのラマナサソ博士，

デサイ博士，ダス博士などとここで会ろ．議事堂けなか

なか立派であり，開会式などをみてもイソドは新興の意

気に燃えているのがよくわかる．ただし多少形式的なと

ころが見える．

　’2月3日・デユーデリーの気象台に：おいて総会がはじ・

まる．信任状の吟昧がまず議題としてあがる．台湾め鄭

子政台長のオブザーパーの盗格が議論となり，投票によ

り印度，ソ蓮反対，その一ほかは賛成で認められる．そめ

ほかは問題なし．世界情勢がここにも反映している．国

連の縮図，バス議長は明晰な英語であざやかな司会ぶり．

ついで起草委員会を作ることとなり，また議題が多くあ

るのでA小委員会，B小委員会にわかれて討議すること

となる．A小委員会の座長はイシドのラムダス博士，B

小委員会座長はイソドのデサイ博士である．

　2月4日10時より気象台でB小委員会が開かれる．

イソドでは役所のはじまりは10．時の由．13時までつづ

き，2時聞書食時間，15時再会，18時までつづく、18時　　・

以後関係国間で気象放蓬についての打合せあり，・20時一．
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3Q分頃までつづく，討議は全部英語で行われるのでつら

い．皆なかなか弓まいが，イ．ソド人の英語は特有のなま

りがありわかりにくい．ソ連の代表は露語で話し，通，訳

させている，ろらやましい次第．

　2月5日　10時より18時まで会議あり，夜街を歩く・

デリーは古い都会であり，ニユーデリーは英国人が計画

都市として作った町，隣り合っている．ここは政治都市

で通路は広く，建物は石造りの立派なものが離ればなれ

に立っている．部屋は窓がせまく，弓すぐらいがまわり

の廊下は広く，開

放的．イソドの気

候に適した構造．’

いまは5月頃の気

候な1のでそれほ

どに感じなかった

カミ，ボソベイ，カ

ルヵッタに寄った

時よくわかっ．た．

　2月6日　今日

は日曜なので会議

の労働力を使ったものである．構造は対称的であり，王

冠型の屋根が一つの特長になっている．寺院の前などに

は蛇使いなどがおり，日曜なので多くの参拝人が出てい

た．乞食や靴みがきなεが多ぐ，あまり愉決ではない．

これだげを一日で見物するのは重労働である。数日間ゆ．

っくり見物したいものだ．

　2月7日　10時よりB小委員会，お茶の時間の時，フ

ラソズのピピエより昨年11月のユネスコ台風シメポジ

ウムについて聞かれる．報告が出るなら一般の人に知ら

、難

写眞2会議に列席の各国代表，前列左より3人目香港代表・戸レンス・
　　　　4人目タイ代表ブナング　5入目イラク代表フアタ，6人目ソ淳
　　　　代表ゾ・一トキン（元第2地区副会長），7人目インド代表バス，
　　　　8人目W．M．0．秘書ビオー，9人目パキスタン代表ナグビー・
　　　　（新第2地区副会長）

は休み，気象台の御世話でバスによるデリー及びニユー

デリーの観光，デリー管区台長のマーサー博士が案内

役．皐aj　Ghatガソジーの記念・規模は大きいが簡素な

もの，四角な台の上に花でいろいろのしるしかかいてあ

る．

　Red　Fort　1639年ないし1648年にシャージャハソ

皇帝によって作られた宮殿

　Jama　Masjid　1650年ないし1658年にシャージャ

ハソ皇帝によって作られた回教の寺院

　Jantar　Masjid　1725年マハラジヤ　ジャイ㌢ソグ

ニ世によって作られた天文台

　LakshmiNaray4nTemple　ヒソズー教のNarayan

紳とLakshmト女神をまつってある寺，壁には多くの絵

がかかれている．石造りではあるが，浅草寺と似た点が

ある．QutbMinar238フィートの塔，1199年クトウ

ドイソアイベクによって作られたもので，多分勝利の記

念塔であろ弓，日本では地震などのためこのようになが

くはもちそ弓もない．

　Humayuns　Tomb　1565年に出来たフマユ》1皇帝

の墓

　Purana　Qila　1953年フマユソ皇帝によって作られ

たとりでで，現在は大分こわれている・

　　　　　　　　　　　　　　国立物理研究所　日曜で
　　鯛鞭囎轟i
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写眞3ニユー・デリー
　　気象台正門のパネル
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職員はいなかっ．た．門には

軍人が番をしている．

　印度は古い国であり，こ

れらの建物はいずれも石造

りで互大なもの．随分多く

せて欲しいとの要望

あり，、台風シソポジ

ウムはいろいろの点

で有釜であったよろ

に思弓．

　2月8日　会議は・

相変らず10時より・

17時からは気象台の

お茶の会あり，，18時

からは宣傳省の招待

による映画観賞，

　2月3日　絡日会議・

　2月10日　今日は海上の予報区球についてソ連との間

で議論沸騰する．ソ連は政治的の面ではきわめて彊硬，

敗載国の悲哀を感ずる．

　2月11日　気象放逡についての打合せ．世界中の各国

で受信出来る大陸放邊は二宍デリーと東京，アジア地区

の各国で受信出来る準大陸放邊はニユーデリ．一，．ハノ始

フスク，東京で行ろ．その受持ち区域についての打合

せ，、中国の呼ぴ方についでソ連，国府間で大議論，’結局’

中国の資料は現在えられないとの理由でのぞく．、

　夜同じホテルに寄泊しているフラシスのピピエ，国府

写眞4　ニユー・デリー気象台風力塔

”天気”．2・4



　　　の鄭氏と難談，フラソスの気象人は約2500｝名，教育は

　　　本国に呼んで行5．6カ月と2年のコースがある由．人

　　　工降雨の話が出る，NaC1も有効，CO2一も有効の由．ジ

　　　ュネーブのW．M．O．の会議の時は自分の自動車でパ

　　　リーからジュネーブにいくからのせてあげるなどとい

　　　ろ．日本とは随分違ろ．

　　　　2月12日　10時よりB小委員会，15時より総会，夜

　　　大統領公邸で通信大臣の夕食の招待あり，日本代表の一

　　　人，デリー大使館の山中氏夫妻も呼ばれる．豪華な建物，

　　　映画に出てくる宮殿そっくり，こんな事は一生のろち一

　　　画くらいであろろ．山中氏もはじめての事1もとの英国

．　　の植民政策の名残り，英国人がいた時は自分達は入れな

　　　かったなどの話をイソド人からきぐ．イソド政府の招待

　　　の時は一滴の酒も出な鳩下戸の自分には大変好都合．

　　　　’2月13日　今日は日曜日なので会議は休み．地図の会

　　　議のため須田博士，宮部博士が今日つくとの事で大使館

　　　のμ伸氏，田中氏とで飛行場にいく．ついでに飛行場の

　　　気象サービズを見学する，作成している図，地上天気図，

　　　上暦気流図，断熟図，飛行機の経路に沿っての断面図，

　　　天気変化図，割合簡単，等圧面天気図は作っていない．

　　　気圧傾度がゆるい驚めと思われる・　　　　　．

　　　　ここは室軍の，將校が作業をしており，日本では軍の気

　　　象は別にやっているか，日本では気象人の教育はど5し

　　　ているか，日本語で教えているか3英語で教えている

　　　か，日本語の教科書があるかなどといろ．日本の事は全

　　　く知らない，

　　　　2月14日　11時より総会．いよいよ最終・日である．議

　　　題が沢山にあるので皆気が気でない．中国を第二地区協

　　　会に入れるかどろかの問題は今回はたな上げにする．今

　　　後の蓮絡のため各種のウォーキソグ・グループがつくら

　　　れる．スフエリックス，熟帯の雲，農業気象気圧の比較，

「　　水理気象，気象放邊通信，研究，ついで次の議長と副議

　　　装の選挙に弓つる．議長は全会一致でイソドのバス氏留

　　　任，副議長はパキスタソのナグビー，ソ連のゾロートキ

　　　ソの二名の名があげられ，無記名投票の結果同数で定ま

　　　らず，くじによりパキスタソと決定，バス，ゾロートキ

　　　ソ，ナクビー等の挨拶があり，閉会，時に19時15分．

　　　　毎日毎日重労働，起革委員会に入った人はもっと大変

　　　だったよろである．絡載後はじめて日本への出席するア

　　　ジャ地区の会議であり，各国とのつながりが出来た事，

　　　各国の気象業務の状況がある程度わかった事はきわめて

　　　有意義であったよ5に思われる．おたがいに相手の国の

　　　事をもう少し知る必要がある．今度の会議の立役者はイ

　　　ソドとソ．蓮．

　　　　2月15日．大使館に挨拶にいき，10時牛気象台にい

　　　く・ム．ル博士，マーサー博士の案内で気象台見学をす

　　　る．ここは行政の中心で測器の研究，陰定，製作が大き

　　　な仕事になっ亡いる．気象台には工場があり，印度独特

1955年4月
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写眞5　ガンジーの墓にて，左より3人目パキスタン代．

　　表カデイール，4人目パキスタン代表ナグビー，6
　　人目デリー管区台長マーサー，7人目’ソ連首席代表

　　ゾ・一トキン，8人目香港代表・一一レンス

のゾソデを作成している．気圧は室ごろ，気温はバイメ

タル，湿度は湿球ではかる．・風車または時計じかげで接

触点の時間をはかり，気圧，気温等を求める・風艦㌧眞

、室管は輸入品・亭均5万フィートくらいまで昇る・ゾソ

デは450メガサイクル，レーウイソは、400メガサイクル．

工場はなかなか立派で120名くらい働いている由．

　なお，地上測器はプーナの気象台で作成しており，国産．

で出来るよろになったことが大分御自慢のよ弓である．

　ここではレーダー，スフエリックスなどの器械もそな

えており，なかなか新らしいこども研究している．レー

ダーはアメリカ製，スフエリヅクスの記録紙は室電の方

向が割合一定しており，これなら使えると感心する．日

本の場合とは大分違弓よろである．地震計もあり，大森

式もあってなつかしい．ほとんど全部水亭動で，上下動

のものはない．

　気象無線通報は少しく離れたところで行っている由，

時聞がないので残念ながらかつあいする．なお，予報業

務は飛行場で行っており，気象台では行っていない．デ

サイ博士に少しく予報技術についての話をきく．イソド

では上暦風が張い時に雷雨が多く，またベソガル湾のサ

イク・ソは南洋の台風によって生じた擾乱が移動して来

て出来るなど興昧ある話が多い．’

　2月16日　朝デリー発，ひるボソベイ着，ラオ航室

気象台長の迎えをうける．ここの気象台では航空気象及

び一般の天気予報も出しており，一日に5回ほど天気図

を作っている，A級予報者は2名，B級予報者8，助手

5，その他50名くらいの由．飛行機の離着陸は日に20

くらい，国際線は4くらい，天気予報は明日まで，電信

で天気予報，注意報，警報も通知する由，シーロメータ

は米国製，テレプリレター22回線．

　ラオ台長は自分で自動車を蓮転し，ボソベイの市街を

案内してくれる・飛行場からは30マイル球東京・大阪・

横浜などを一緒にしたような感じの都会，二階立の自動

車，電車が珍らしい．暑い．

　ボソベイの気象台を見学：する．海岸にある．ここは管・

区気象台であり，通信の中枢となgている㌘時報，室電，　．

地震，気象観測，統計など行っている1新らしい庁舎が

3
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写眞：6　ニユー・ヂリー測器工場

　　　出来ており，近く飛行場の予報業務のろち一般の天気予

　　　報の仕事はこちらに移るとのこと，ここには1885年？に

　　　出来た英国の雨量計があり，現在正規にはかっていない

　　　が，はたらく由，さすがに英国だと感心する．

　　　　15時汽車でプーナに向ろ，急行でボソペイより3時間

　　　くらい．駅の売子の呼び声は日本とそっくり，電気機関

　　　車でなかなか速い．イソドの軍へと同室，放射能の事聞

　　　かれる．第3家世界職雫は世界の絡りになるだろ弓など

　　　とい弘日本語の萬ギというのはどろいう意昧かなどと

　　　い5，なかなか親切．

　　　　2月17日　ヴエソキテシユウラソ博士の案内でプーナ

　　　ーの気象台を見学する．ここはふるい気象台で技術の中

　　　心地．測器の作成ゾ瞼定，予報，農業気象，統計などを

　　　行っている．高い時計塔があり，エレベーターで頂上ま

　　　でいけるよろになっている．測器課長はシスマニーとい

　　　弓御婦人．ヴエシテシユリラシ博士は現在は農業気象部

　　　長であるが，ながい聞測器関係の仕事をしており，いま

　　　宅もその方に心をひかれる由，職階性のためとにがわら

　　　“する．印度では55才が停年，大学：は60才．’

　　　　工場はなかなか立派，相当の人数がはたらいている．

－’　　製本室もある，工作機械はドイツ製と英国製．

　　　　統計はL　B．M．の統計機械をつかっており，雨量観

　　　測所は全国で3000ヵ所くらい』水理気象に相当の力を

　　　そそいでいるよろである．

　　　　予報関係の仕事の中心はここであるが，天気図は日に

　　　3回，上暦天気図はいわゆる気流図で流線解析をしてい

　　　る．バイロヅトの観測ヵ所は60ヵ所くらい，ゾソデは

　　　13ヵ所，日に2回IAC解析を出している．

　　　　予報は明日まで，警報は管区気象台だげ，予報を出し

　　　ているのも全国で十数ヵ所の由．

　　　　海上気象警報はベソガル湾はカルカッタとマドラスか

　　　ら，アラビヤ海はボソベイ，カラチより・．予報室にいろ

　　　いろのノルマルの気候図が出ているのが目につく．週間

　　　予報は現在やっていないが，日本ではどうか，その方法

　　　はと熟心に聞かれる，15年前の日本の気象台とよく似

　　　ている．

4
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　イソドの季節予報は歴史があるので興昧をもっていた

が，ウオルカーの方法から少しも変っていない・農業気

象関係の入が片手間に行っている程度，年2回夏のモソ

スーソの雨量と冬の雨量で，南米の気圧が重要な由，重

相関係数0。68が最高といろところらしい，少しがっか

りする，．

　イソドは農業国だげあって，農業気象の研究は盛んの

ようである，近くの農科大学には気象台の試験農場があ

る．蒸発計は直径1m50cmくらいあり大きいが，雨量

計は小さいのはどうい弓わけだろろ．ダイソスの騰速計

亀日本のものよりは小型であり，百葉箱にも日本の孚分

くらいしかない．．

　午後ボソベィにもどりエーアライソホテルに一泊す

る．偶然伏見，山崎両教授と一緒になる．

　2月18白　ボソベイは暑い，Yシャツー枚で扇風機を

まわしても汗が出る位．．午後の飛行機でカルカッタに向

ろ．ベルラ’一ゲ，ムクジー氏の出迎をろける．弓すい霧

らしいものがかかっているので，聞いたらスモツグ，人

口600万で年々ひどくなる由．Norwesterなる現象があ

り，予報がむずかしいとの事，寒冷前線の一種らしい・

　政府のホテルに泊る，ピルマのウラ氏，カルカッタ気

象台長のダス博士と会ろ．ウラ氏は載時中京大の滑川i教

授に学んだ由，職雫中妻子をなくされたとの事，つらい・

ピルマではゾソデは一ヵ所1日1回あげており，職員は

250名くらい，給料は日本の職員の5割増しくらいらし

い．印度は日本の倍くらい．日本の気象人、が一番貧乏の

よろである．

　2月19日　ダス博士が自分で蓮転し，飛行場の気象

サーピスを案内してくれる．ボソベイの飛行場の作業と

ほとんど同じ，ゾソデもあげている，1日1回．

　午後気象台を見学する．ここの建物もしっかりしてい

る．印度の気象台はどこもしっかりと出来ており，清潔・

新らしい建物もぞくぞく出来ているよろで，この点では

ろらやましい．ここは第二地区の気圧計の標準をおくと

ころときめられた．当分はJ．NewmanNo．112一を用い

る，部屋は石造りでしっかりとはしているが開放的で，

写眞7　インド・プルナにて，ゾンデ飛揚
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測器の標準としてこれでいいかしらんと気になる．ボソ

ベイ，カルカツタでは船舶に対し測器の槍定，測器の貸

与などのサービスをしている．

　夜ダス博士のところで夕食を御馳走になる．事務室の

すぐ上が住居になっている．印度の奥さん方は一般に小

柄でやせているが，ダス博士の奥さんは偉大．

　2月20日　早朝カルカッタ発SASでパソコヅクに向

5，10時着・飛行場の気象主任はフアソダウイー氏で台

風シソポジゥムで顔見知り，・ウ氏外数名の人の出迎え

をうげる．バソコックも暑い．今日は日曜日なので役所

は休み．

　タイ国人は日本人そっくり，バソコックには市内電車

があり，三輪車もはしっている，昔の口本に帰って来た

ような感じがする．店の品物はイソドよりも豊富のよ5

である．商店は華喬がほとんどにぎっており，タイ国人

は農夫か官吏か軍人が多いとのこと．

　エメラルド寺を見物する．i蒙華な寺で日曜日だげ一般

に開放されるとのこと．金箔がいたるところにはってあ

り・壁には仏様に関する絵物語りがあり・そぞろ昔の見

世物でみた地嶽絵を思い出す．

　2月2ユ日　香港のローレ／ス氏と共にタイ¢）気象台を

訪間する．ここは軍部の下にあり，むかしの陸海軍気象

部を思い出す．ゾンデは全国で3ヵ所あげており，予報

も3ヵ所だけで出しているとのこと．雨量観測所は400

ヵ所程．天気図は地上日に4回，上暦天気図は流線図，

天気予報は明日まで・それ以外の予報はほとんど出して
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いないよ弓である．

　測器類に全部輸入品，百葉箱は小型，測器は大部分ネ

グレッチ製，ゾソデはアメリカ製，水素は発生機を使用

している．

　飛行機の座席を連絡したところ都合のよいのがなく，

帰：国が二虹三日おくれそ5．い弓弓つである．マーブル

寺を見学する．タィは仏教国だげあって寺が多く，また

国民はすべて一度は僧になるとのこと．

　2月22日　ドソモウグ飛行場にいき，気象サービスの

模様を見る，イソドとほとんど同じ．その後グラソド宮殿

にいく，バソコックからは60キロほどはなれたところ，

その閲田舎道を通る，まわりは畑であり，人家も少く非

常に広い1日本はせせこをしいと思ろ．この辺りの家は床

が、・ちじ』るしく高く，税子であがって』＼く構造になって

いる．これは夏期雨の多い時には河川が氾らんするため．

　2月23日　飛行機が予定よりおくれる．懐中が心紬い

のでいささか心配．

　夜ロウ氏飛行場までおくってくれる．プレミグラムの

話をしたら非常に興凍をもっていた．今年の冬は例年に

くらべいちじるしく気温ひくい由．なお，タイ語では気

象学のことをU　TU　NIYOM　VIDHAYA（季節変化の

科学）と呼ぶとのこと，熟幣では天気変化がゆるく，季

節の変化の方が重要だからであろ弓，面白い ．

　飛行場で伏見，山崎の両氏に会5，よほど縁がある．

2月24日　朝香港着．飛行機が10時聞ほど止るので，

気象台訪間が可能となる．飛行場は海岸にあわ，すぐ前

が山で離着陸は危瞼，したがって夜聞ほ使用しない．

　気象台は飛行場から自動車で15分位のところにあり，

一・寸神戸の気象台を思わせる．台長はヘイウツド氏が最

近変ってラマージ氏・．時報も行っており・天気図ほ主と

して飛行場で書いている．高暦観測は少し離れた丘の山

で行っている．変調式で，オツシログラフにより波長を

合せている．ゾソデは一コ5ポソド位で割合やすい．

　午後ラマージ台長蓮転でドライブする・今年ほ香港も

異常に気温が低いとの事，水爆の影響はあると思弓か，

自分はないと、思弓といろ．

　17日寺香港発，いよいよ明早朝は沼牙田である．

写眞9．バンコツ．ク，エメクノレド寺院
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